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宮城県土木部 復興だより 【第６号】
＜平成２４年１２月２１日現在＞復旧・復興の最新のニュースをお届けします！

全体

■災害復旧事業と「災害に強いまちづくり宮城モデルの構築」の進捗状況について（１１月末現在）

（H24.12.21作成）

○記事に関する問い合わせ○
宮城県土木部土木総務課企画調整班
H P ： http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/dobokusom/
T E L ： 022-211-3108 E -ma i l ： dobokgk1@pref.miyagi.jp

＜お知らせ＞復興フォーラムを開催します！

名称：「住宅・社会資本再生 東北復興フォーラムin宮城」

宮城県は、東日本大震災の発生からまもなく２年を迎えるにあたり、宮城・東北の復興状
況を内外に伝えるため、本フォーラムを開催します。第一部では、住宅・社会資本再生に向
けた県の取組や進捗状況、災害廃棄物の処理状況、漁港の復旧状況、復興まちづくりを進
める市町村の取組、東北の復興を支える建設業の取組などについて発表していただきます。
第二部では、国、県、被災町から、復興への考え方や取り組みを講演いただくほか、専門的、
学術的な内容について、津波災害や国土政策に関する有識者から講演をいただくことで、今
後の社会資本整備のあり方や新たな防災対策に活かすこととしています。

日時：平成２５年１月３１日（木） 午前９時３０分から午後５時まで

場所：宮城県庁 ２階講堂

東北大学 名誉教授 首藤 伸夫
（財）国土技術研究センター理事長 大石 久和

第一部 ＜宮城県土木部技術研究発表会＞

南三陸町長 佐藤 仁

都市計画・まちづくり・住宅

■１１月２７日：山元町新山下駅周辺地区第一期災害公営住宅新築
工事着手式を開催！

災害公営住宅は、整備計画戸数１５,０
００戸のうち、３,１４１戸に工事着手してお
ります。そのうち、石巻市や岩沼市、山元
町など６市町の１４地区、９９４戸について
は、県が市町からの委託を受け、設計及
び工事を実施する予定です。
この度、県が受託する工事の第１号とし
て、山元町新山下駅周辺地区第一期の
工事が始まりました。平成２５年３月の工
事完了に向けて整備を進めて行きます。

見える復興・見せる復興

防災

■１１月１６日：宮城県と国土交通
省国土地理院は「地理空間情報
の活用促進のための協力に関する
協定」を締結しました！

この協定により、相互に、地理空間
情報の活用及び技術的な情報共有
の連携が図られ、災害対応においても、
迅速で効果的な防災・減災への対応
が強化されます。
県民の皆様へさらに安心を提供でき
るよう努めて参ります。
※地理空間情報とは、緯度・経度などの座標や住所な

どによって位置や領域が特定できる情報のことです。

（詳しくはURLをご参照ください。
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/jigyokanri
/kokudotiriin-kyoutei20121116.html）

（詳しくはURLをご参照ください http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukujuu/matsuri.html
なお、災害公営住宅の整備スケジュールも公開していますので、URLをご参照ください
http://www.pref.miyagi.jp/site/ej-earthquake/seibiplan.html）

完成イメージ図

山元町長、県土木部長による鍬入れ▲

○災害公営住宅の工事着手状況（平成２４年１１月末現在）

■１２月３日：仙台港背後地土地区画整理事務所の
東日本大震災以降の取組状況をまとめました！

東日本大震災により甚大な被害を受けた事業地区におい
て、インフラの復旧工事と換地処分へ向けた取組を着実に
進めており、「仙台港ＩＣ」の開通に合わせて、「みなと仙台ゆ
めタウン～東日本大震災からの復旧・復興状況について～」
をまとめました。（詳しくはURLをご参照ください
http://www.pref.miyagi.jp/site/sd-haigo-subsite/kirokushi.html）

■県営住宅の被害状況と復旧状況を公開中！

県営住宅は、管理する１０２団地全てが被災しました。
津波による全壊、外壁クラック、床上及び床下浸水等
被害の他にも地盤や擁壁などに多くの被害が生じました。
大規模な被害を受けた２１団地のうち、全壊被害の
あった２団地を除いた１９団地については、平成２３年３
月～４月に工事請負契約を行い復旧工事に着手、平
成２４年３月末までに完了しています。

▲表紙

被災後

復旧後

▲応急復旧状況（港北工業幹線）

▲県営住宅 七ヶ浜松ヶ浜住宅 復旧前後

（詳しくはURLをご参照ください
http://cms.intra.pref.miyagi.jp/soshiki/juutaku/kenei-hisaijoukyou.html）

○災害復旧工事の進捗状況（工事に着手した割合を着手率としています）

約８０％

約４１％

約８２％

約４％

約６０％

約３４％

約９９％

約９９％

約８９％

道路橋梁

河川海岸
施設

港湾施設

下水道

砂防・地滑・
急傾斜施設 約９８％

総復旧費：約5,376億円

総復旧箇所：2,342箇所

○災害に強いまちづくり宮城モデルの構築

箇所数
上段：済・率（応急工事を含む工事着手）

下段：済・率（本格工事着手）

土木部所管　河川災害復旧事業

36 85.7%

4 9.5%
42

箇所数
上段：済・率（応急工事を含む工事着手）

下段：済・率（本格工事着手）

土木部所管海岸(建設・港湾)災害復旧事業

56 45.2%

17 15.1%
126

下段：済・率（造成工事着手）

防災集団移転促進事業

計画

地区数

上段：済・率（事業計画同意）

166 89.7%

10 5.4%
185

土地区画整理事業

下段：済・率（事業認可）　　

計画

地区数

上段：済・率（都市計画決定）

11 35.5%

4 12.9%
31

災害公営住宅

下段：済・率（建築工事着手）

計画

戸数

上段：済・率（事業着手）　　

3,141 20.9%

630 4.2%
15,000

＜津波対策＞ ＜復興まちづくり＞ ＜復興住宅の整備＞

（市町ごとの進捗率など、詳しくはURLをご参照ください。http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/dobokusom/doboku-sintyoku.html）

東日本大震災の教訓を活かし「津波対策・復興まちづくり・復興住宅」の復旧・復興事業を進めることで、災害に強いま
ちづくりを目指しています。

※グラフ中の赤色の部分は１０月末に対しての
増加分です。

村井宮城県知事と岡本国土地理院長

復旧箇所1,565箇所

復旧箇所352箇所

復旧箇所292箇所

復旧箇所121箇所

復旧箇所9箇所

復旧費約842億円

復旧費約3,217億円

復旧費約884億円

復旧費約402億円

復旧費約8億円

＜公共土木施設全体の着手率の推移＞ ＜各公共土木施設の着手率（１１月末現在）＞

第二部 ＜挨拶＞ 宮城県知事 村井嘉浩

＜講演＞ 国土交通省東北地方整備局長 徳山 日出夫

※参加には事前申し込みが必要です。（詳しくはURLをご参照ください http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/dobokusom/fukko-forum2013.html）

市町名 地区数 計画戸数 市町名 地区数 計画戸数

仙台市 １２地区 1,167戸 石巻市 ９地区 489戸

塩竈市 ２地区 71戸 気仙沼市 １地区 160戸

多賀城市 １地区 160戸 岩沼市 １地区 224戸

栗原市 ３地区 15戸 東松島市 ２地区 41戸

大崎市 １地区 45戸 亘理町 １地区 100戸

山元町 ２地区 90戸 七ヶ浜町 ５地区 219戸

涌谷町 ２地区 36戸 美里町 ３地区 40戸

女川町 １地区 200戸 南三陸町 ２地区 84戸

計 16市町 48地区 3,141戸 （うち ３市町 10地区 630戸 工事着手）

■１２月１９日：仙台港背後地土地区画整理事業の保留地を仙台市
防災集団移転促進事業へ提供しました！

これまで、住宅地区の保留地（７区画）
については、仙台市が防災集団移転促
進事業の移転先として計画していたため、
平成２４年１月２０日から一般販売を停
止していました。今回、７区画を仙台市に
正式に提供したことにより、仙台港背後
地住宅地区の保留地は完売となりました。
今後は、平成２５年１月２０日～２月５日
に１次申込受付、２月２４日抽選予定と
なっています。

住宅地区

■１２月１９日：県と（一社）宮城県
空調衛生工事業協会は大規模災
害時の応援協定を締結しました！
大規模災害時に、建築設備の被
害状況調査を無償実施、県・市町
村の費用負担による建築設備の配
管損壊に伴う二次災害の防止、給
水設備や排水設備の機能確保のた
めの作業をご協力いただきます。
（詳しくはURLをご参照ください。
http://www.pref.miyagi.jp/site/bousaikyoutei
/kyuutyou-eisei-koujigyou-kyoutei.html）



仙塩浄化センター

仙台塩釜港仙台港区

道路

■１２月１日：仙台東部道路「仙台港インターチェンジ」供用開始！

東北唯一の国際拠点港湾である「仙台塩釜港」と直結し、仙台東部道路の仙台
東lCと仙台港北lC間に整備が進められていた仙台港lCが開通しました。
仙台塩釜港は、今年10月に長年の悲願であった「仙台塩釜港」、「松島港」、「石
巻港」の３港一体化が実現し、東北地方のゲートウェイとして新たなスタートを迎え
たところです。
今回の仙台港lCの開通により、適切な交通分散が図られ利便性がより一層向上
するとともに、本県はもとより、東北の復興をけん引する広域物流、防災拠点として、
一層の機能強化が図られるものと期待しています。

河川・海岸

■１１月１６日：「迫川改修80周年記念イベント」を開催！

○迫川改修８０周年
迫川は、二迫川や三迫川な
どを支流に持ち、栗原市と登米
市を流れて北上川へと合流す
る一級河川です。
４００年以上前から河川整備
は開始されておりましたが、昭
和の時代に入ってからは、様々
な大規模河道改修工事がなさ
れてきました。
今回のイベントは、昭和７年の
新川開削工事（～昭和１４年）
に着手して以来、今年で８０年
目を迎えたことを記念して開催
したものです。

○「迫川」河川改修８０周年記
念行事～過去から未来へ、人
と人、地域と地域を紡ぐ迫川～
■開催場所：栗原市若柳総合

文化センター

港湾

■１１月１４日：「気仙沼港商港岸壁災害復旧工事着工式」を開催！

気仙沼港は、震災後、懸命な啓開作業により被災地への資材等の物資供給の
拠点として、また、ガレキの仮置き場として機能を果たしてきました。しかし岸壁や
荷捌き場は、震災により最大１．６m沈下しており、満潮時には埠頭の一部が冠水
する状態にありました。
この度着工した、岸壁や荷捌き場のかさ上げを含む本格的な復旧工事は、かさ
上げ後に港内の防潮堤をT.P.+７．２mの高さで復旧させる予定で、全体の完成は、
平成２７年度内を目指しています。

▲気仙沼市朝日町地内において開催した式典
には、関係者約１００名の出席のもと、工事の安
全と早期復旧を祈念し鍬入れを行いました。

作業船による鋼管矢板の打ち込み状況

下水施設

■１１月３日：「東部下水道事務所流域下水道復興まつり」を開催！

下水道まつりは、下水処理場の案内や下水処理に関する微生物の顕微鏡観察、石
巻東部浄化センターの震災復旧パネル展示などを通じて、普段目にする機会の少な
いものを地域の皆様に広く知っていただくため、毎年開催しておりましたが、前年は震
災の影響で休止していたため、復興まつりとして２年ぶりに開催したものです。
当日は、イベント会場はミニＳＬ試乗会やゲーム、ステージでは、ダンス、歌、伝統芸
能など、多彩なアトラクションで大いに盛り上がり、９００人以上の来場を記録しました。

空港

■「2012仙台空港クリスマスデコレーション＆展望デッキライトアップ」開催中！

平成２４年１２月２５日までの期間限定
で、仙台空港ターミナルビル内がクリス
マスデコレーションに彩られています。屋
上展望デッキもライトアップされ、仙台空
港はクリスマスムードに溢れています。

仙台駅へ直結する仙台空港アクセス鉄道
の各駅でも、期間限定（１２月２５日まで）でク
リスマスデコレーションをお披露目しています。

■１１月２７日：『「復興の森」再生への植樹祭』を開催！
東日本大震災により甚大な被害を受けた仙塩浄化
センターの順調な復旧を『祈念』し、復旧関係者の復
興推進の想いを将来に残す事と枯木撤去後の補植
による植樹祭を開催しました。
式典には、昨年度、仙塩浄化センターに在籍して
いた職員の他に東京都、新潟県、富山県、石川県か
ら応援をいただいた職員で既に任期を終えて戻られ
た方々にも参加いただきました。
（詳しくはURLをご参照ください

http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/118918.pdf）

（詳しくはURLをご参照ください http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/114422.pdf）

＜仙塩浄化センターよりお知らせ＞
下水を浄化する水処理施設は、今年１２月末までに震災前の状態に復旧する
予定です。汚泥処理施設のうち、焼却施設は来年１月に、消化施設関係は来
年３月末までに復旧することで、全ての施設が完全に復旧する見込みです。

（詳しくはURLをご参照ください。http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/117107.pdf）

▲迫川流域
上流が雨の降りやすい地形をしているのに対し、中・下流
は勾配がゆるく、また北上川の影響を受けるため、洪水な

どが発生しやすい条件にあります。昭和以降も、台風等の
影響による水害を周辺地域にもたらしてきました。

▲青山俊樹理事 ▲橋本土木部長

▲左から菅原郁夫氏、上野智通氏、
戸島潤氏

パネルディスカッションの様子

（詳しくはURLをご参照ください http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/road/senndaikouic.html）

迫川流域

気仙沼港

東部浄化センター

仙台港lC

仙台東部道路（亘理lC～仙台港北lC）

仙台空港

山元町新山下駅周辺地区

迫川

三迫川

二迫川

迫川

北上川

旧迫川

宮城県地図（施設等位置図）

仙台空港一階到着ロビー

展望デッキから
仙台市街の夜景もご覧いただけます

応援職員の皆様

復旧・復興パネル展 下水道クイズ大会

（詳しくはURLをご参照ください。 http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kasen/ki-hasama80th-event.html）

仙台港背後地土地区画整理事務所

■１１月１９日：仙台空港とグアム国際空港が姉妹空港提携の覚書締結！
覚書は、仙台空港とグアム国際空港の友好関係を
発展させ、情報交換や文化交流を通じて、宮城県及
びグアム両地域の平和と繁栄を目指すことを目的とし
て締結されたものです。
仙台空港からグアムへの定期便は、現在、週４往
復（月・木・金・日）が運航されていますが、両空港の
相互交流が深まることにより、仙台－グアム線のさら
なる充実が期待されています。

（詳しくはURLをご参照下さい http://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/120448.pdf）

＜仙台港lC～仙台港 路線図＞

仙台東部道路

国 道

臨港道路

凡
例

至仙台港北IC

至仙台東IC

仙台港IC

仙台塩釜港
(仙台港区)

高砂コンテナ
ターミナル

モータープール

テープカットの様子

関係者１５０名以上が出席しました

21mフルトレーラーも

安心して仙台港へ

仙台港lCから仙台東部道路へ

覚書締結式の様子

県営松ヶ浜住宅

■基調講演： （公社）日本河川協会理事 青山俊樹
宮城県土木部長 橋本潔

■パネルディスカッション出席者：
元迫川水系総合開発期成同盟会会長 菅原郁夫

迫川沿岸土地改良区理事長 上野智通
NPO法人蕪栗ぬまっこくらぶ副理事長 戸島潤

（公社）日本河川協会理事 青山俊樹
ﾗｼﾞｵ・ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ/ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 板橋恵子

講演とパネルディスカッションにおいては、治水事業の難しさや迫川改修の歴史、
そして東日本大震災により被害を受けた迫川流域の復旧・復興への取組など、多
岐にわたる話題が提供されました。 また、ロビーにおいては復旧・復興パネルを
展示し、多くの方にご覧いただきました。


